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くにみ議会だより No.209
2025.10

の主な質疑
　

令
和
6
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
72
億
９
５
９

７
万
円
（
前
年
対
比
５
・
５
％
減
）、
歳
出
総
額
は
67
億
２

６
９
６
万
円
（
前
年
対
比
４
・
５
％
減
）
で
し
た
。
ま
た
、

歳
入
歳
出
差
引
５
億
６
９
０
１
万
円
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り

越
す
べ
き
財
源
は
６
１
８
５
万
円
で
、
実
質
収
支
は
５
億
７

１
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
社
会
経
済
危
機
、

環
境
問
題
、
物
価
高
騰
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
関
税
措

置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
の
新
た
な
課
題
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
さ
ら
な
る
財
源
確
保
と
徹
底
し
た
歳
出
削
減
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
の
概
要

健全化判断比率等
（　）内は昨年度

••実質収支比率
　⇒赤字なし（赤字なし）
••連結赤字比率
　⇒赤字なし（赤字なし）
••実質公債費率
　⇒3.9％（3.3％）
••将来負担比率
　⇒0.4％（△1.0％）
••資金不足比率（水道事業、
下水道事業、土地開発事
業）
　⇒資金の不足なし

「くにみももたん広場」事業について

問 　ももたん広場運営事業において、遊
具の整備や修理はどのように予算化さ

れていたのか。
佐藤教育
施設課長

遊具の修繕については需要費の
中の修繕料から支出している。

問 　年間２万1795人の方々に利用してい
ただいているが、町内と町外の利用者

の割合はどのようになっているのか。
佐藤教育
施設課長

概ね2割から3割が町内の利用者、それ以外については町外の利用者という
比率になっている。

問 　この事業は、県の支援により運営が出来ており、補助金が無くなれば運営が困
難となるが、県の予算は来年度以降も確保できる見通しがあるのか。

佐藤教育
施設課長

現時点では、確定的な情報は来ていないが、来年度の補助事業は継続の見
込みであると聞いている。

問 　今後8年度以降は、補助制度が無くなる可能性がある。7割以上の町外利用者
のためにこの事業を継続していくのか、町の考えをお聞きしたい。

村上町長
町内外から、年間2万人以上の子育て世帯の利用者があること、交流人口

の創出の重要性を鑑み、現時点においては新たな財源を確保し継続していく
のが妥当だと考えている。
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令和6年度  決算認定
道の駅国見の第２駐車場について

ヘルプマークに対する理解促進について

問 　道の駅は大変混雑しており、急ぎ整備が必要な事も
わかるが、現在のトラック等の区画を乗用車用に変更

し、検討中の場所をトラック用に変更する検討は行ったか。
大勝産業
振興課長

　国土交通省に確認したところ、防災拠点という
考え方があり、現実的には難しいと考えている。

今後、整備内容・スケジュール等を含め決まり次第詳細を説
明する。

問 　ヘルプマークの交付状況は。

黒田福祉
課　　長

　6年度末で、肢体不自由18、内部疾患8、聴覚
2、視野6、知的6、精神10、難病7など65件で

ある。

問 　18件伸びたが認知度はまだ低い。災害時は障がい者
が災害弱者になるし、見た目で分からない障がい者は

より深刻だ。広報以外での普及啓発はどうしてきたのか。
黒田福祉
課　　長

　いきいきサロン24カ所、通いの場21カ所で説明
を行った。

問 　私も8年ほど視野で着用しているが、声をかけられ
たのは日航機内で1度だけだ。目にする機会が多い大

都市部でも認知度は低いし、地方はさらに低い。着用する側
だけでなく、健常者へどう浸透させていくか知恵を出し、啓
発に努めてほしい。
黒田福祉
課　　長

　9月広報に掲載したが、いきいきサロン、生き
がいデイサービス等、一層啓発に努めたい。
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問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

成
果
と
し
て
ロ

ゴ
等
が
ま
と
ま
っ
た
が
、

6
年
度
以
前
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
は
ど
う
活
か

さ
れ
た
の
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長
　

4
年
度
と

5
年
度
で
約

１
５
８
４
万
の
事
業
成
果

で
得
た
、
町
民
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
が
あ
る
。
6

年
度
に
は
業
者
を
替
え
て

仕
切
り
直
し
を
し
て
、
今

回
の
成
果
に
な
っ
た
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
振
興

基
金
積
立
金
が
ビ
ジ
ネ
ス

訓
練
所
に
大
き
い
補
助
金

と
し
て
補
助
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
理
由
は
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

農
業
ビ
ジ

ネ
ス
訓
練
所

の
活
動
費
用
へ
の
指
定
が

あ
り
、
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
か
ら
充
当
を
行
っ
て
い

る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
振
興

基
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
金
額
は

定
ま
っ
て
い
な
い
。
今
後

も
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

頂
け
る
よ
う
な
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

返
礼
品
の

品
目
の
拡
大

と
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
積
極
的
に

活
用
し
て
認
知
度
を
高
め
、

新
た
な
需
要
の
拡
大
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

高
齢
者
運
転
免

許
返
納
者
の
2
年
間
の
人

数
と
タ
ク
シ
ー
券
支
給
額

を
伺
う
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

返
納
者
1

名
に
付
き
１

万
円
で
、
令
和
５
年
度
37

名
・
16
万
円
、
６
年
度
24

名
・
９
万
9
千
円
を
返
納

者
に
支
払
っ
て
い
る
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

年
度
ご
と
に
返

納
者
数
と
支
給
額
が
違
う

の
は
な
ぜ
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

有
効
期
間

は
交
付
の
日

か
ら
1
年
間
だ
が
、
年
度

を
ま
た
ぐ
方
も
い
る
。
ま

た
、
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用

し
な
い
方
も
い
る
。

問
（
小
林
聖
治
議
員
）

　

入
山
財
産
区
の

決
算
に
つ
い
て
、
山
林
の

所
在
地
は
宮
城
県
白
石
市

小
原
地
区
と
あ
る
が
、
そ

こ
に
風
力
発
電
が
計
画
さ

れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
詳
し
く
説

明
願
う
。

大
勝
産
業

振
興
課
長

　

風
力
発
電
の
設

置
計
画
が
あ
る
。

現
在
、
地
元
に
対

し
て
説
明
会
を
行

っ
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
２
０
２
７
年
度
ま

で
に
環
境
へ
の
影
響
や
景

観
・
騒
音
な
ど
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
う
予
定
。
予

定
で
は
19
基
ほ
ど
設
置
す

る
と
伺
っ
て
い
る
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

獣
害
侵
入
防
止

装
置
は
、
当
初
予
算
の
答

弁
で
ネ
ッ
ト
の
間
に
グ
レ

ー
チ
ン
グ
（
熊
手
み
た
い

な
物
）
を
5
台
テ
ス
ト
的

に
設
置
す
る
と
の
答
弁
だ

が
、
決
算
で
は
全
く
違
う

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

地
元
町
内

会
等
々
と
協

議
し
た
結
果
、
現
実
的
に

設
置
が
難
し
い
と
の
判
断

で
、
通
信
機
器
の
購
入
に

充
て
た
。

C
I
事
業
の
成
果
は

ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の
今
後
は

高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
は

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
設
置
内
容
は

決
算
認
定
第
１
号

決
算
認
定
第
２
号

令
和
6
年
度

国
見
町
一
般
会
計
決
算

令
和
６
年
度
国
見
町

入
山
財
産
区
特
別
会
計

入山財産区境界踏査の様子
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■令和6年度特別会計決算状況
会 計 名 歳入総額 歳出総額

後 期 高 齢 者 医 療 1億8362万円 1億8087万円
国 民 健 康 保 険 10億601万円 9億9552万円
介 護 保 険 16億4240万円 16億1543万円
土 地 開 発 事 業 7万円 0円
渇 水 対 策 施 設 1241万円 1183万円
大 木 戸 財 産 区 16万円 12万円
入 山 財 産 区 27万円 21万円
石 母 田 財 産 区 681万円 571万円

■令和6年度水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億4539万円 2億5681万円
資 本 的 収 支 7031万円 1億7016万円

資本的収支の不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

■令和6年度下水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億1261万円 1億9997万円
資 本 的 収 支 6740万円 1億4749万円

資本的収支の不足分は損益勘定留保資金等で補てんしました。

■町債（借金）年度末現在高
会 計 名 令和6年度 令和5年度
一般会計 54億7205万円 54億4082万円

■主な基金年度末現在高
基金 令和6年度 令和5年度

財政調整基金 8億6607万円 8億6529万円
ふるさと振興基金 2億1921万円 1億7037万円

復興基金 5001万円 1億491万円
公共施設整備基金 3億2061万円 3億2032万円
文教施設整備基金 3億3058万円 3億3027万円

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

特
定
検
診
受
診

率
は
60
％
の
目
標
を
ほ
ぼ

達
成
し
た
が
、
メ
タ
ボ
に

該
当
し
た
現
状
は
。
ま
た
、

検
診
後
の
追
跡
指
導
や
診

察
の
動
機
づ
け
を
ど
う
行

っ
た
の
か
。

大

勝

ほ
け
ん
課
長
　

メ
タ
ボ

該
当
者
は

20
・
3
％
で
あ
っ
た
。
検

診
後
は
、
保
健
師
等
の
健

康
教
室
・
相
談
、
検
診
会

場
で
の
保
健
指
導
、
訪
問

個
別
指
導
等
を
行
っ
た
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

損
益
計
算
書
の

欠
損
金
（
赤
字
）
を
積
立

金
か
ら
繰
り
入
れ
し
て
い

る
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
計
算
書
で
は
現
金
残
高

3
億
8
6
8
万
円
の
お
金

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

な
ぜ
、
複
数
借
金
が
あ
る

中
で
更
に
借
金
す
る
の
か
。

佐
藤
上
下

水
道
課
長
　

今
後
、
ど

の
程
度
現
金

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

来
年
度
の
保
健

師
採
用
予
定
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

現
時
点
で

の
予
定
は
な

い
。

を
保
有
す
れ
ば
良
い
か
、

事
業
収
益
と
投
資
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
健
全
な

水
道
事
業
経
営
に
努
め
る
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

現
在
は
水
道
漏

水
等
が
多
発
し
て
い
る
た

め
、
緊
急
工
事
に
必
要
な

為
保
有
し
て
い
る
と
の
事

だ
が
、
令
和
7
年
度
の
計

画
見
直
し
等
は
あ
る
の
か
。

佐
藤
上
下

水
道
課
長
　

水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
や

水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基

づ
い
て
執
行
し
て
お
り
、

計
画
の
見
直
し
を
行
う
場

合
は
そ
の
都
度
説
明
す
る
。

決
算
認
定
第
５
号

決
算
認
定
第
10
号

令
和
6
年
度
国
見
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

令
和
6
年
度
国
見
町
水
道

事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

令和6年度
決算の詳細は
下記の資料を
ご覧ください。一般会計主要

施策の成果

個別の主要
施策の成果

特別会計
決算の概要

水
道
管
更
新
工
事

パソコンでご覧になる方はこちら
（町の財政状況−決算のあらまし−令和6年度決算）

→ https://www.town.kunimi.fukushima.jp/soshiki/1/181.html
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問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

上
野
台
運
動
公

園
施
設
の
修
繕
工
事
９
４

８
万
円
補
正
増
の
工
事
内

容
は
。　

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

4
つ
の
工

事
を
計
上
し

て
い
る
。

①
屋
外
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
防

風
ネ
ッ
ト
の
支
柱
更
新

工
事
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
法
面
の
防

草
シ
ー
ト
設
置
工
事
。

③
運
動
場
防
風
ネ
ッ
ト
の

更
新
工
事
。

④
森
江
野
第
2
体
育
館
の

床
研
磨
塗
装
工
事
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

同
様
の
施
設
で
、

配
管
お
よ
び
濾
過
装
置
が

破
損
し
て
い
る
プ
ー
ル
の

修
繕
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
民
間
企

業
へ
委
託
な
ど
の
検
討
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

プ
ー
ル
を

利
用
で
き
る

よ
う
な
状
態
に
す
る
た
め

に
は
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
現
在
は
利
用

を
再
開
す
る
予
定
は
な
い

状
況
。

【
議
案
第
54
号
】

国
見
町
手
話
言
語
条
例

【
議
案
第
56
号
】

国
見
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

条
例
制
定

補
正
予
算

問
（
宍
戸
武
志
議
員
）

　

国
の
流
れ
で
、

当
町
で
も
手
話
言
語
条
例

が
提
出
さ
れ
た
。
当
町
で

は
、
こ
の
機
会
に
何
に
取

り
組
む
の
か
。
例
え
ば
、

手
話
が
で
き
る
人
を
増
や

す
取
り
組
み
、
手
話
講
座

の
開
催
等
を
考
え
て
い
る

の
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

今
後
、
手

話
講
座
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

資
格
を
有
し
た

手
話
が
で
き
る
方
を
把
握

し
て
い
る
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

手
話
通
訳

士
の
登
録
が

可
能
な
方
の
把
握
は
出
来

て
い
な
い
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

社
会
的
弱
者
を

救
う
の
は
政
治
の
原
点

だ
。
町
が
発
信
す
る
場
面

で
手
話
を
行
っ
て
き
た
記

憶
が
な
い
の
で
、
早
急
に

資
格
者
を
把
握
し
、
手
話

バ
ン
ク
的
な
組
織
は
で
き

な
い
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

対
象
に
な

り
う
る
方
の

把
握
は
早
急
に
行
う
。
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
登
録
も
促
し
た
い
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

町
の
サ
ー
バ
ー

構
築
業
務
の
補
正
予
算
に

は
、
百
条
委
員
会
で
提
言

し
た
容
量
の
拡
大
も
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長
　

今
回
の
事

業
は
、
国
に

よ
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
標
準

化
18
業
務
に
該
当
し
な
い

シ
ス
テ
ム
用
の
サ
ー
バ
ー

を
新
設
す
る
も
の
。
メ
ー

ル
サ
ー
バ
ー
容
量
の
拡
大

は
対
応
済
で
、
現
在
は

個
々
人
が
消
去
し
て
も
、

サ
ー
バ
ー
に
は
送
受
信
の

記
録
が
残
っ
て
い
る
。

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

工
事
費
３
１
４

８
万
円
の
内
訳
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

令
和
6
年

度
以
前
か
ら

の
町
内
会
要
望
と
令
和
7

年
度
の
町
内
会
要
望
、
さ

ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

か
ら
の
要
望
な
ど
、
道
路

の
維
持
管
理
に
係
る
工
事

費
を
計
上
し
た
。

現
在
の
上
野
台
運
動

公
園
プ
ー
ル
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議案番号 件　　　名 備　　　考 結　果

報　告
第8号 健全化判断比率の報告について 実質赤字額又は連結実質赤字額なし、実質公債費率3.9

％、将来負担比率0.4％。 報　　告

報　告
第9号 資金不足比率の報告について 土地開発事業特別会計・水道事業会計・下水道事業会

計について、資金不足比率算定なし。 報　　告

報　告
第10号

教育委員会の事務に係る点検評価報告につい
て

教育委員会に属する事務の管理及び執行の状況につい
て点検評価を行い、その結果を議会へ報告するもの。 報　　告

議　案
第54号 国見町手話言語条例 手話への理解の促進及び手話の普及について必要な事

項を定めるもの。 原案可決

議　案
第55号 国見町税特別措置条例の一部を改正する条例 地域未来投資促進法に基づく税制優遇期間延長による

対象期間の延長その他文言の整理。 原案可決

議　案
第56号 令和7年度国見町一般会計補正予算（第2号） 　歳入歳出補正前	 67億8390万円

　歳入歳出補正後	 70億5542万円 原案可決

議　案
第57号

令和7年度国見町介護保険特別会計補正予算
（第1号）

　歳入歳出補正前	 14億7483万円
　歳入歳出補正後	 15億6548万円 原案可決

議　案
第58号

令和7年度国見町下水道事業会計補正予算
（第1号）

資本的収支
　収入補正前	 5820万円
　収入補正後	 1億190万円
　支出補正前	 1億4428万円
　支出補正後	 1億8798万円
※収益的収支は補正なし

原案可決

選　挙
第1号 国見町・桑折町有北山組合議会議員選挙

第1選挙区　　〔新任〕花瀬　秀樹
第2選挙区　　〔再任〕横山　孝夫
第3選挙区　　〔再任〕髙野　武志
第4選挙区　　〔再任〕菅野　義昭
第5選挙区　　〔再任〕秦　　富夫
第6選挙区　　〔再任〕髙橋　俊郎
第7選挙区　　〔再任〕佐藤　信成
令和7年9月30日任期満了のため。

当　　選

同　意
第4号

教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて

〔再任〕高橋　幸子
令和7年9月30日任期満了のため。 同　　意

諮　問
第1号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて

〔新任〕仲野　達也
現任者の任期令和7年9月30日任期満了のため。

適任と
認める

議 決 の 結 果

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

公
用
車
は
、
当

初
予
算
に
お
い
て
計
画
的

に
更
新
し
て
い
る
は
ず
だ

が
、
あ
え
て
補
正
を
か
け

て
ま
で
も
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

車
両
に
つ

い
て
は
、
年

度
途
中
で
あ
る
が
故
障
が

多
発
し
て
お
り
修
理
が
困

難
と
考
え
、
各
課
で
の
事

業
、
研
修
な
ど
の
需
要
が

あ
り
購
入
に
至
っ
た
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

公
用
車
に
は
、

リ
ー
ス
車
両
も
あ
る
が
、

あ
え
て
リ
ー
ス
で
は
な
く

直
接
購
入
に
い
た
っ
た
理

由
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

長
期
的
に

使
用
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
購
入
す

る
方
が
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

を
低
く
抑
え
る
も
の
と
判

断
し
た
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
事
業
は
数
年
前
に
や

め
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

復
活
さ
せ
る
の
か
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
議
会
で
も
再
開
を
望
む

質
問
が
あ
り
、
ま
た
地
域

の
賑
わ
い
創
出
に
寄
与
す

る
と
い
う
こ
と
で
今
回
計

上
し
た
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

今
回
行
う
の
は

道
の
駅
だ
け
な
の
か
。
他

に
町
内
で
は
検
討
し
て
い

る
の
か
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

今
回
は
、

道
の
駅
の
み

で
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
道
の
駅
）
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令
和
7
年
7
月
2
日
、

伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防

本
部
に
お
い
て
第
3
回
議

会
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

◦
報
告
第
1
号

　

専
決
処
分
の

報
告　

消
防
車

両
が
起
こ
し
た

物
損
事
故
に
係

る
損
害
賠
償
に

つ
い
て
、
相
手

方
と
の
和
解
が

成
立
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
も

の
。

◦
議
案
第
5
号

　

動
産
の
取
得

に
つ
い
て　

北

分
署
に
配
置
す
る
災
害
対

応
特
殊
救
急
自
動
車
1
台

の
更
新
に
つ
い
て
指
名
競

争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、

契
約
の
相
手
方
が
決
定
し

た
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。
本
議
案
は
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

�

（
報
告
者　

佐
藤　

孝
）

　

令
和
7
年
8
月
7
日
、

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

会
議
室
に
お
い
て
、
以
下

の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

◦
議
案
第
10
号　

伊
達
地

方
衛
生
処
理
組
合
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
非

常
勤
特
別
職
と
し
て
、
新

た
に
「
ご
み
焼
却
施
設
建

設
に
伴
う
委
員
会
委
員
」

を
追
加
。）

◦
議
案
第
11
号　

令
和
7

年
度
伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

第
1
号
（
歳
出
予
算
に
つ

い
て
、
議
会
費
と
総
務
費

を
増
額
補
正
。
歳
入
は
基

金
か
ら
の
繰
入
金
を
増

額
。）

◦
議
案
第
12
号　

令
和
7

年
度
伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
ご
み
処
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
1
号

（
歳
出
予
算
に
お
け
る「
ご

み
焼
却
施
設
建
設
に
伴
う

委
員
会
委
員
」
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
の
追
加
、
ご

み
焼
却
施
設
建
設
に
関
す

る
債
務
負
担
行
為
の
変
更

な
ど
。）

　

議
案
は
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

宍
戸
武
志
）

　

令
和
7
年
8
月
21
日
、

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給

企
業
団
事
務
所
に
お
い
て
、

令
和
7
年
8
月
企
業
団
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

以
下
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

◦
議
案
第
5
号　

令
和
7

年
度
福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
水
道
用
水
供

給
事
業
会
計
補
正
予
算
第

1
号

◦
議
案
第
6
号　

令
和
6

年
度
福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
水
道
用
水
供

給
事
業
会
計
決
算
認
定
の

件◦
議
案
第
7
号　

福
島
地

方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

水
道
用
水
供
給
事
業
の
布

設
工
事
監
督
者
の
配
置
基

準
及
び
資
格
基
準
並
び
に

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

の
件
（
上
位
法
に
当
た
る

建
設
業
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
う
条
文
の
一
部
改

正
）

◦
議
案
第
8
号　

福
島
地

方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

監
査
委
員
選
任
の
件

◦
報
告
第
2
号　

専
決
処

分
報
告
の
件
（
福
島
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
の
構

成
団
体
数
の
減
少
に
伴
う

規
約
変
更
に
係
る
専
決
処

分
の
報
告
）

　

議
案
は
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

山
崎
健
吉
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

伊
達
地
方
消
防

組
合
議
会

伊
達
地
方
衛
生

処
理
組
合

福
島
地
方
水
道
用

水
供
給
企
業
団

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務

の
一
部
を
共
同
で
行
う
た

め
に
設
置
す
る
団
体

消
防
組
合
北
分
署
配
置
予
定
の

救
急
車（
イ
メ
ー
ジ
）

伊達地方衛生処理組合による焼却炉の
更新が予定されているごみ焼却施設



9

一般 質問町政を問う

問
　

全
国
・
学
習
状

況
調
査
結
果
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

全
国
平
均

と
の
比
較
で

は
、小
学
校
は
国
語
が「
ほ

ぼ
同
じ
」、
算
数
と
理
科

は
下
回
っ
て
い
る
。
中
学

校
は
、
国
語
が
「
上
回
っ

て
い
る
」、
数
学
は
「
や

や
下
回
っ
て
い
る
」、
理

科
は
ほ
ぼ
同
じ
。
尚
、
県

平
均
と
の
比
較
で
は
、
小

学
校
理
科
以
外
の
全
て
の

教
科
で
上
回
っ
て
い
る
。

問
　

全
国
・
学
習
状

況
調
査
結
果
を
踏

ま
え
て
、
昨
年
度
か
ら
の

改
善
・
未
改
善
点
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

昨
年
度
か

ら
の
改
善
点

は
、
国
語
、
算
数
・
数
学

と
も
全
国
平
均
と
の
差
が

縮
ま
り
、
中
学
校
国
語
は
、

全
国
平
均
を
上
回
る
一
方
、

算
数
・
数
学
に
お
い
て
、

全
国
平
均
と
の
差
は
縮
ま

っ
た
も
の
の
、
全
国
平
均

に
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
。

問
　

今
年
度
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

昨
年
度
は
、

小
・
中
学
校

と
も
に
、
基
礎
的
問
題
が

解
け
て
い
な
い
。
応
用
力

を
伸
ば
す
た
め
に
も
、
基

礎
の
確
実
な
定
着
が
必
要
。

小
中
学
校
と
も
、
一
人
一

人
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
と

連
動
し
た
A
I
ド
リ
ル
に

よ
る
個
別
学
習
等
を
実
践

す
る
。

問
　

県
の
「
授
業
改

革
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

授
業
改
善

の
3
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
意
識
し
、
教
員

一
人
一
人
の
意
識
と
技
術

を
た
か
め
、
授
業
改
善
に

繋
げ
る
。

問
　

県
北
教
育
事
務

所
よ
り
指
導
主
事

を
招
き
、
指
導
を
受
け
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
成
果
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

昨
年
度
は
、

く
に
み
幼
稚

園
で
、
幼
児
教
育
の
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
助

言
を
頂
き
、
指
導
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
た
。

問
　

全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
学
力
を
維

持
し
て
い
る
県
で
は
、
要

因
と
し
て
学
校
と
家
庭
の

連
携
を
あ
げ
る
た
め
の
見

解
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

望
ま
し
い

学
習
習
慣
、

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、

授
業
と
家
庭
学
習
が
連
動

す
る
こ
と
が
学
力
向
上
に

つ
な
が
る
。

問
　

家
庭
教
育
は
家

庭
環
境
に
左
右
さ

れ
る
。
よ
り
良
い
家
庭
環

境
を
整
え
る
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
方
策
等
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

学
校
と
家

庭
が
家
庭
学

習
の
在
り
方
に
つ
い
て
語

り
合
う
機
会
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

問
　

水
泳
授
業
の
プ

ー
ル
利
用
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

今
年
度
は
、

6
月
か
ら
7

月
に
か
け
て
、
小
学
校
で

は
各
学
年
12
時
間
、
中
学

校
で
は
各
学
年

9
時
間
の
水
泳

授
業
を
実
施
し

た
。問

　

水
泳

授
業
の

民
間
委
託
が
広

が
っ
て
い
る
が
、

当
町
の
考
え
は
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長

　

今
後
老
朽
化

が
進
み
、
さ
ら

に
は
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
に

伴
う
学
級
減
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
な
が
ら
、
民
間
委

託
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

当
町
の
全
国・学
習
状
況
調
査
結
果
は

水
泳
授
業
の
実
態
は

学
力
向
上
に
は
、
授
業
と
家
庭

学
習
が
連
動
す
る
こ
と
が
重
要

宍宍
ししし し

戸戸
どど

武武
たけた け

志志
しし

議員議員

議会中継アーカイブ

▲

詳しくはこちら

県北中学校プール（写真は平成26年落成当時）
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一般 質問町政を問う

問
　

昨
年
度
、
地
区

計
画
を
作
成
し
た

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

今
後
、
担

い
手
不
足
に

よ
り
、
耕
作
が
出
来
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
農
地

や
地
域
に
お
い
て
、
ど
の

程
度
集
約
化
が
進
ん
で
い

る
か
を
地
図
上
に
反
映
す

る
。
こ
れ
を
活
用
し
農
地

の
集
積
・
集
約
を
進
め
、

農
業
経
営
の
適
正
化
を
進

め
る
。

問
　

ス
マ
ー
ト
農
業

と
稼
げ
る

農
業
に
つ
い
て
の

具
体
策
は
あ
る
の

か
。

村
上

町
長
　

町
で
は

ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
施
に
よ

り
農
業
経
営
の
適

正
化
と
人
手
不
足

の
解
消
を
図
る
た

め
、
補
助
事
業
に

よ
り
G
P
S
付
ト

ラ
ク
タ
ー
の
運
用
や
自
動

草
刈
り
機
を
導
入
し
た
。

ま
た
、
稼
げ
る
農
業
を
実

現
す
る
た
め
に
、
最
新
の

技
術
や
機
械
化
に
よ
る
省

力
化
を
推
進
し
て
い
く
。

こ
れ
に
よ
り
高
品
質
な
農

産
物
を
生
産
し
、
安
定
的

な
収
入
を
確
保
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　

基
幹
産
業
と
し

て
の
今
後
の
農
業

の
あ
り
方
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
上
町
長
　

農
業
を
持
続
可

能
な
産
業
と
し
て

発
展
さ
せ
る
た
め
、
農
業

経
営
の
支
援
、
担
い
手
の

確
保
及
び
営
農
環
境
の
整

備
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問
　

過
疎
計
画
の
継

続
は
今
後
も
あ
る

の
か
。

佐
藤
企
画

調
整
課
長
　

当
面
、
過

疎
地
域
指
定

の
解
除
は
困
難
で
、
指
定

が
継
続
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

問
　

市
街
化
調
整
区

域
内
で
、
特
例
に

よ
り
再
建
築
を
認
め
る
規

制
緩
和
の
内
容
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

福
島
県
は
、

線
引
き
前
住

宅
（
昭
和
45
年
10
月
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
）
が

除
却
さ
れ
た
場
合
に
、
こ

れ
ま
で
は
再
建
築
で
き
な

い
と
い
う
運
用
を
し
て
き

た
が
、
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
場
合
は
、
除
却
後

の
敷
地
に
住
宅
の
再
建
築

を
認
め
る
と
し
た
。

問
　

今
回
、4
町（
国

見
・
桑
折
・
鏡
石
・

会
津
美
里
町
）
が
規
制
緩

和
さ
れ
た
理
由
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

市
街

化
調
整

区
域
に
お
け
る
再
建

築
規
制
が
空
き
家
の

除
却
を
妨
げ
る
要
因

と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
ま
た
、
空
き
家

の
流
通
促
進
の
重
要

性
な
ど
も
考
慮
さ

れ
、
今
回
の
見
直
し

と
な
っ
た
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。

問
　

現
在
、
調
整
区

域
内
に
該
当
す
る

空
き
家
は
何
軒
あ
る
の

か
。中

條
建
設

課
　
　
長
　

令
和
2
年

の
調
査
で
は

1
2
7
件
。
こ
の
う
ち
緩

和
対
象
と
な
る
空
き
家
の

数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　

こ
の
特
例
に
よ

り
空
き
家
の
取
り

壊
し
に
弾
み
が
つ
く
の
か
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

今
回
の
規

制
緩
和
に
よ

り
、
除
去
に
踏
み
切
る
場

合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

基
幹
産
業
の
振
興
状
況
は

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
住
宅
再
建
築
は

過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
進
捗
状
況

山山
やまや ま

崎崎
ざきざ き

健健
けんけ ん

吉吉
きちき ち

議員議員

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
ト
ラ
ク
タ
ー

国見町内の中山間地域（写真は内谷地区）

議会中継アーカイブ

▲

詳しくはこちら
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問
　

町
内
に
1
2
7

か
所
あ
る
橋
梁
の

安
全
対
策
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

平
成
26
年

度
か
ら
5
年

に
1
度
の
定
期
点
検
が
義

務
化
さ
れ
実
施
し
て
お
り
、

結
果
を
も
と
に
修
繕
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
日
常
的

な
維
持
管
理
と
し
て
、
道

路
監
視
委
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
や
簡
易
修
繕
を
行

っ
て
い
る
。

問
　

点
検
周
期
を
5

年
と
す
る
根
拠
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

国
の
道
路

橋
定
期
点
検

要
領
に
基
づ
き
概
ね
5
年

に
一
度
が
基
本
と
さ
れ
て

い
る
が
、
架
設
状
況
や
橋

梁
の
状
態
に
よ
っ
て
は
5

年
よ
り
短
い
周
期
で
の
点

検
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
町
内
で
は

点
検
周
期
を
早
め
る
べ
き

橋
梁
は
指
摘
さ
れ
て
い
な

い
。

問
　

イ
ン
フ
ラ
の
長

寿
化
を
図
る
対
策

は
。中

條
建
設

課
　
　
長
　

橋
梁
に
係

る
長
寿
命
化

計
画
を
令
和
2
年
1
月
に

作
成
し
5
年
周
期
の
中
で

最
初
の
4
年
で
す
べ
て
の

橋
梁
の
点
検
を
行
い
、
5

年
目
に
修
繕
時
期
や
修
繕

方
法
を
検
討
し
て
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
適
切
な

修
繕
を
行
い
長
寿
命
化
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　

住
民
主
体
で
簡

易
的
な
橋
の
点
検

な
ど
を
担
う
「
平
田
村
モ

デ
ル
」
の
報
道
を
ど
の
様

に
見
て
い
る
の
か
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　
「
平
田
村

モ
デ
ル
」
は

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に

お
け
る
協
働
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問
　

子
ど
も
議
会
は

学
校
の
授
業
の
一

環
な
の
か
、
行
事
と
し
て

行
っ
て
い
る
の
か
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

子
ど
も
議

会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
授
業
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
る
「
町
づ

く
り
の
課
題
を
考
え
る
」

テ
ー
マ
で
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
と
位
置
付
け
て

い
る
。

橋
梁
整
備
の
状
況
は

子
ど
も
議
会
と
は

問
　

自
分
の
地
域
は

自
分
で
守
る
気
運

の
醸
成
に
繋
が
る
事
に
な

る
。
そ
の
気
運
を
高
め
る

方
策
は
。

村
上
町
長
　

高
齢
化
等
に
よ

り
地
域
で
の
活
動

が
厳
し
く
、
新
た
な
負
担

増
の
取
り
組
み
は
困
難
と

考
え
る
。
今
後
は
、
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
の

中
で
工
夫
を
加
え
な
が
ら

気
運
を
醸
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
事
業
に
生
か
し
て

い
く
。

　

問
　

子
ど
も
た
ち
の

意
見
・
要
望
が
町

政
に
反
映
さ
れ
れ
ば
、
魅

力
を
感
じ
未
来
の
町
職

員
・
町
議
員
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
の
で
は
。

石
　
幡

教
育
長
　

子
ど
も
議

会
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
主
体
的
に
関

わ
る
態
度
を
育
成
す
る
こ

と
は
、
将
来
、
町
を
担
う

人
材
と
し
て
成
長
し
て
い

く
素
地
に
な
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
　

子
ど
も
議
員
た

ち
の
意
見
は

町
民
意
見
・
要
望
と

考
え
る
な
ら
ば
、
そ

の
結
果
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

宍
戸
教
育

総
務
課
長
　

子
ど

も
議
会

の
意
見
は
町
民
か
ら

の
声
と
位
置
づ
け
、

町
政
運
営
上
の
参
考

と
し
て
い
る
。
今
後

も
実
施
可
能
な
提
案

将
来
に
向
け
た

イ
ン
フ
ラ
整
備・維
持

渡渡
わたわ た

辺辺
なべな べ

勝勝
かつか つ

弘弘
ひろひ ろ

議員議員

橋
梁
点
検（
徳
江
大
橋
）の
様
子

毎年開催されている子ども議会の様子

議会中継アーカイブ

▲

詳しくはこちら
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一般 質問町政を問う

問
　
「
令
和
4
年
9

月
議
会
」

　

県
道
46
号
線
（
白
石
国

見
線
）
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
撤
去
修
繕
が
行
わ
れ
た

が
、
一
部
区
間
が
撤
去
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
対
応
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

保
原
土
木

事
務
所
は
引

き
続
き
予
算
確
保
に
努
め
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
入
口

か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
付
近

ま
で
の
区
間
に
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
を
設
置
し
た
い
考
え

で
あ
り
、
町
も
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

問
　

国
見
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
来

町
さ
れ
る
方
々
が
多
い
、

こ
の
道
路
は
国
見
町
の

「
顔
」
で
す
。
定
期
的
な

除
草
作
業
は
出
来
な
い
か
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

引
き
続
き

県
に
要
望
し

て
い
く
。

問
　
「
令
和
4
年
9

月
議
会
」

　

県
道
1
0
7
号
線
（
赤

井
畑
国
見
線
）
は
、
県
が

令
和
4
年
度
中
に
現
地
調

査
に
入
る
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

は
。中

條
建
設

課
　
　
長
　

令
和
5
年

度
に
用
地
測

量
し
令
和
6
年
度
に
物
件

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
7
年
度
と
8
年
度
に

用
地
買
収
を
進
め
、
そ
の

後
工
事
着
手
の
予
定
と
県

に
確
認
し
て
い
る
。

問
　
「
令
和
5
年

3
・
9
・
12
月
、

令
和
6
年
3
月
、
令
和
7

年
3
月
議
会
」

　

観
月
台
公
園
の
改
修
工

事
は
、
は
な
み
橋
お
よ
び

つ
き
み
橋
は
応
急
処
置
で

渡
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

今
後
の
対
応
は
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

令
和
6
年

度
に
基
本
計

画
を
ま
と
め
て
お
り
、
今

後
、
具
体
的
な
整
備
方
針

を
検
討
す
る
。

問
　

観
月
台
公
園
も

国
見
町
の
「
顔
」

の
ひ
と
つ
で
す
。
雑
草
を

放
置
せ
ず
、
綺
麗
な
公
園

を
保
つ
事
は
出
来
な
い
か
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

引
き
続
き
、

適
時
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
る
。

問
　
「
令
和
5
年
12

月
・
令
和
7
年
3

月
議
会
」

　

藤
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

の
改
善
は
、
設
計
段
階
か

ら
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
の
か
。

中
條
建
設

課
　
　
長
　

実
施
計
画

を
進
め
る
に

あ
た
り
、
住
民
説
明
会
を

実
施
し
、
皆
さ
ま
の
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
進

め
て
い
く
。

　

他
に
左
記
の
質
問
も
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
3
月
・
令
和

6
年
3
月
議
会
…
道
の
駅

国
見
「
あ
つ
か
し
の
郷
」

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備

イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
達
開
業

の
相
乗
効
果
に
よ
る
誘
客

施
策

　

令
和
3
年
12
月
議
会
…

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
検
討

と
今
後
の
防
犯
対
策

　

令
和
4
年
12
月
議
会
…

大
坂
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業

　

令
和
5
年
6
月
議
会
…

官
民
共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
業
お
よ
び
カ
プ
コ

　

令
和
7
年
3
月
議
会
…

中
度
難
聴
者
補
聴
器
購
入

補
助
金
の
申
請
状
況

令
和
3
年
3
月
か
ら

令
和
7
年
3
月
質
疑
の「
追
跡
」

道
の
駅
国
見
交
差
点
の
歩
車

分
離
式
信
号
機
設
置
の
進
捗
は

蒲蒲
かばか ば

倉倉
くらく ら

　　孝孝
たかしたかし

議員議員

道の駅国見交差点

議会中継アーカイブ

▲

詳しくはこちら



13

問
　

職
員
採
用
試
験

に
お
い
て
、
わ
が

町
も
含
め
全
国
的
に
新
卒

志
願
者
が
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
わ
が
町
に
お
い
て

は
ど
の
よ
う
な
広
報
や
採

用
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

広
報
く
に

み
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
県
の

採
用
情
報
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
さ
ら
に
は
県
内
の
大

学
は
も
と
よ
り
、
宮
城
県

内
の
大
学
へ
募
集
要
項
の

掲
示
等
を
依
頼
し
、
多
く

の
学
生
へ
の
認
知
度
を
高

め
、
人
材
確
保
に
努
め
て

い
る
。

問
　

町
の
新
卒
志
願

者
の
採
用
人
数
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

最
近
3
カ

年
の
新
卒
採

用
人
数
は
、
令
和
4
年
度

2
名
、
5
年
度
3
名
、
6

年
度
0
名
と
な
っ
て
い
る

が
、
6
年
度
に
お
い
て
は

社
会
人
採
用
枠
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

問
　

現
在
の
職
員
研

修
に
つ
い
て
、
現

場
課
題
に
対
応
し
た
人
材

育
成
が
必
要
だ
と
思
う
が

町
の
考
え
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

職
員
の
課

題
解
決
の
た

め
の
ス
キ
ル
や
、
判
断
力

の
習
得
は
、
重
要
か
つ
必

要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

育
成
体
制
の
構
築
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
多
様
化
す
る

行
政
課
題
に
対
応
で
き
る

能
力
を
有
す
る
職
員
を
育

成
し
、
行
政
の
存
在
意
義

で
あ
る
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　

一
連
の
国
見
町

の
問
題
を
明
ら
か

に
し
た
新
書
が
発
刊
さ
れ
、

全
国
的
に
大
き
な
反
響
を

得
て
い
る
。
町
に
お
い
て

は
官
製
談
合
防
止
法
等
研

修
会
に
参
加
し
た
と
聞
き

及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
研

修
対
象
者
の
選
定
と
法
令

遵
守
に
つ
い
て
の
町
の
姿

勢
を
伺
う
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

全
職
員
を

対
象
と
し
て
、

7
月
に
公
正
取
引
委
員
会

主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
入
札
談
合
の
背
景
、

要
因
等
具
体
的
な
事
案
を

も
と
に
、
職
員
の
関
与
の

防
止
と
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し

た
。
今
後
と
も
、
町
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
町
政
実
現

に
向
け
て
、
法
令
遵
守
に

よ
る
職
務
の
適
正
な
実
行

と
、
公
務
員
倫
理
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
定
期
な
研

修
開
催
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

お
気
づ
き
に
な
ら
れ
た

と
思
う
が
、
救
急
車
問
題

に
つ
い
て
取
材
を
も
と
に

忠
実
に
書
か
れ
て
い
る
と

思
う
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な

い
よ
う
町
も
議
会
も
再
発

防
止
に
と
も
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

問
　

県
や
外
部
機
関

へ
の
研
修
派
遣
は
、

役
場
組
織
に
と
っ
て
新
た

な
風
を
吹
き
込
む
好
機
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
町
に

お
い
て
は
、
そ
う
い
う
活

用
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。村

上
総
務

課
　
　
長
　

町
で
は
現

在
、
派
遣
研

修
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

短
期
的
研
修
と
し
て
は
、

自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の

新
採
用
職
員
研
修
、
そ
の

後
の
階
層
別
の
研
修
、
加

え
て
各
部
署
に
お
い
て
は
、

専
門
知
識
の
習
得
や
ス
キ

ル
向
上
の
た
め
、
各
種
の

研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

問
　

柔
軟
な
勤
務
制

度
へ
の
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
子

育
て
世
代
の
職
員
が
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
改

正
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

妊
娠
、
出

産
、
育
児
と

仕
事
の
両
立
を
図
る
た
め
、

国
、
県
に
準
じ
た
制
度
を

設
け
、
積
極
的
な
取
得
を

促
す
と
と
も
に
、
取
得
し

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。

職
員
採
用
の
た
め
の
活
動
は

公
務
員
倫
理
の
徹
底
を

現
場
課
題
に
対
応
し
た

人
材
育
成
は

小小
ここ

林林
ばやしばやし

聖聖
せいせ い

治治
じじ

議員議員

二度と起こしてはいけない！
コンサルに誘導された救急車事業

議会中継アーカイブ

▲

詳しくはこちら
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一般 質問町政を問う

問
　

令
和
3
～
6
年

度
の
普
通
財
産
処

分
5
件
す
べ
て
随
意
契
約

だ
が
、
原
則
は
入
札
で
は
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

売
払
要
綱

に
は
、
入
札

ま
た
は
随
意
契
約
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。

問
　

契
約
公
文
書
に

は
随
契
の
経
緯
が

記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
。

4
件
は
経
緯
の
記
載
が
な

い
。村

上
総
務

課
　
　
長
　

随
契
理
由

の
記
載
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

問
　

不
備
を
認
め
た

答
弁
だ
。
ま
た
、

公
開
資
料
は
ほ
と
ん
ど
黒

塗
り
で
、
売
払
の
内
容
は

当
事
者
以
外
わ
か
ら
な
い
。

桑
折
町
で
は
、
売
却
先
の

個
人
情
報
を
除
い
て
面
積

や
単
価
を
公
表
し
て
い
る
。

村
上
総
務

課
　
　
長
　

個
人
を
特

定
で
き
る
情

報
も
あ
り
部
分
開
示
と
し

て
い
る
。

問
　

随
契
の
経
緯
も

地
番
も
面
積
も
単

価
も
公
開
し
な
い
文
書
は

部
分
開
示
で
な
く
全
面
不

開
示
だ
。
町
民
の
財
産
で

あ
る
公
有
地
売
払
情
報
は

公
開
す
べ
き
。

村
上
町
長
　

行
政
の
透
明
性

と
公
平
性
の
確
保

問
　

農
業
ビ
ジ
ネ
ス

訓
練
所
へ
の
県
補

助
の
見
通
し
は
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

現
在
、
詳

細
情
報
は
な

い
。問

　

6
年
度
事
業
費

の
う
ち
人
件
費
は
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

事
業
費
２

７
５
９
万
円

の
う
ち
72
％
の
1
9
8
1

万
円
で
あ
る
。

問
　

訓
練
所
運
営
経

費
の
50
％
は
生
産

農
産
物
販
売
で
補
う
と
し

た
自
走
方
式
の
現
状
は
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

6
年
度
は

１
３
７
９
万

円
の
目
標
に
対
し
、
５
４

１
万
円
の
実
績
で
あ
る
。

問
　

目
標
の
半
分
も

な
い
。
全
体
経
費

比
率
で
は
19
％
。
こ
れ
ま

で
も
こ
う
い
う
数
字
だ
。

か
ら
、
今
後
は
原
則
公
開

と
し
た
い
。

6
年
度
は
2
1
1
7
万
円

も
町
が
直
接
持
ち
出
し
て

お
り
、
自
走
方
式
は
破
綻

し
た
。

大
勝
産
業

振
興
課
長
　

運
営
方
式

や
財
源
確
保

に
つ
い
て
は
、
見
直
し
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
　

卒
業
研
修
生
19

名
中
14
名
が
町
外

で
あ
り
、
町
外
者
の
育
成

の
た
め
町
の
財
源
を
出
す

に
も
限
界
が
あ
る
。
運
営

形
態
の
抜
本
的
見
直
し
を

開
始
す
べ
き
で
は
。

村
上
町
長
　

運
営
形
態
見
直

し
の
た
め
、
全
て

の
可
能
性
を
早
急
に
検
討

す
る
。

年
度
内
に
協
議
開
始
へ

問
　

ス
タ
ー
ト
時
期

は
。

村
上
町
長
　

今
年
度
内
か
ら

開
始
し
た
い
。

公
有
財
産
の
売
却
処
分
と
情
報
公
開
は

く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
の

運
営
見
直
し
は

財
産
処
分
情
報
の
公
開
へ

佐佐
ささ

藤藤
とうと う

　　孝孝
たかしたかし

議員議員

町内にある公有地の一例（泉田地区）

議会中継アーカイブ

▲

詳しくはこちら

くにみ農業ビジネス訓練所
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６月12日
　～16日

令和７年第１回定例会６月会議 全議員

議案調査会 全議員

総務文教常任委員会 総務文教常任委員

産業建設常任委員会 産業建設常任委員

６月13日 広報常任委員会 広報常任委員

６月15日 福島県消防協会伊達支部幹部大会
（伊達市） 議長

６月16日
議会運営委員会 議長ほか６名

全員協議会 全議員

６月18日

令和７年度自衛隊国見町家族会総
会 議長

福島都市圏伊達地域道路整備促進
協議会総会

議長、副議長、産
業建設常任委員長

６月22日 国見町消防団定期点検 全議員

６月24日 広報常任委員会 広報常任委員

６月25日 例月出納検査 監査委員

６月26日

伊達郡町村議会議長会（福島市） 正副議長

伊達郡振興懇談会（福島市） 正副議長

福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

７月１日 町村議会広報研修会 広報常任委員

７月２日
伊達地方消防組合議会全員協議会 組合議員

伊達地方消防組合議会臨時会 組合議員

７月９日 広報常任委員会 広報常任委員

７月11日 議会改革推進会議 全議員

７月15日 伊達地方衛生処理組合議会全員協
議会 組合議員

７月17日 令和７年度国見町子ども議会 全議員

７月18日

議会運営委員会 議長ほか６名

議員懇談会 全議員

全員協議会 全議員

７月24日 福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査事前説明 議長

７月25日

議会モニター会議 全議員

議会報告懇談会意見要望手交 議長、広報常任委
員長

伊達郡町議員大会（川俣町） 全議員

議員活動報告書議員活動報告書 令和７年６月議会～９月議会前まで令和７年６月議会～９月議会前まで

７月26日 川俣町合併70周年記念式典 議長

７月28日
例月出納検査 監査委員

民生委員児童委員連絡協議会 議長

７月30日
産業建設常任委員会 産業建設常任委員

福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査 議長

８月２日
令和７年度国見夏まつりオープニ
ングセレモニー 議長

盆踊り大会コンテスト審査員 議長

８月６日
　～７日

伊達地方消防組合議会先進地視察
研修 組合議員

８月７日

伊達地方衛生処理組合議会全員協
議会 組合議員

伊達地方衛生処理組合議会臨時会 組合議員

福島地方水道用水供給企業団８月
定例会事前説明 副議長

８月８日 総務文教常任委員会 総務文教常任委員

８月９日 徳江豊年盆踊り 議長

８月14日 小坂地区豊年仮装盆踊り大会 議長

８月18日 令和７年度町村議会正副議長・事
務局長研修会 正副議長

同日 　
　～27日 決算審査 監査委員

８月21日

議員懇談会 全議員

全員協議会 全議員

議会改革推進会議 全議員

福島地方水道用水供給企業団８月
定例会（福島市） 副議長

８月25日

議会運営委員会 議長ほか６名

全員協議会 全議員

福島地方水道用水供給企業団例月
出納検査（福島市） 副議長

８月28日 例月出納検査 監査委員

同日 　
　～29日

全国町村議会広報研修会（東京都
渋谷区）

広報常任委員ほか
１名

広報常任委員会行政調査（埼玉県
小川町）

広報常任委員ほか
１名

８月29日 決算審査講評 監査委員

全国町村議会広報研修会令和7年度国見町子ども議会
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　4月19日（土）・20日（日）に開催した議会報告懇談会での意見交換に対する
町からの回答についてお知らせいたします。

令和７年第１回議会報告懇談会

　公立藤田総合病院から産婦人科が
なくなった件について、伊達地方に
は産婦人科を担当する医療機関がな
く、公立藤田総合病院で出産できな
い。産婦人科を設置できない理由及
び今後設置の見込みはあるのか。

　空き家対策についてだが、町内に
も住む人がいなく、処分に困ってい
る家がある。調査するだけでなく、
町としての対策なり簡単に処分でき
る方法はないのか。

　現在、常勤医師のいない産婦人科
等と患者数に対して常勤医師が不足
している内科等の常勤医師及び全体
的に不足している看護師の確保につ
いて、県に支援を強く要望していき
ます。

　今年度、空家等対策協議会を立ち
上げ、計画策定に向けた協議をスタ
ートさせるとともに、空家調査と所有
者アンケート調査を実施しています。
　この結果を踏まえ、適切な管理保
全、空家の利活用などについて検討
してまいります。

意見交換結果に対する
町からの回答

質問
要望

質問
要望

総務課

建設課

　観月台体育館跡地に、災害時に対
応できる多目的施設を造るよう議員
からもバックアップしてほしい。平
時は体育館として利用でき、災害時
には避難所として対応できるように
整備してもらいたい。上野台の体育
館では、藤田のお年寄りで、足(車)
がない人はあそこまでは行けない。
聞くところによると、町の考えは進
入道路の問題解決が先であると聞い
ているが、進入道路は現在の１カ所
があれば十分だ。この件は早急にお
願いする。

　多目的に考えてほしい。町が想定
しているのは多目的施設だと思う。

　そんなにバスが入ることがあるの
か、道路を造って施設のスペースが
なくなったら笑いものである。

　観月台体育館跡地の利用について
は、目的、用途等を精査しながら検
討を進めます。
　また、町道改良についても、跡地
利用の方向性とともに検討を進めな
がら、車両が交通しやすい道路構造
としたいと考えます。

質問
要望

住　民
防災課

建設課

生　涯
学習課

空
き
家（
イ
メ
ー
ジ
）

現在の観月台体育館跡地



17

　総合計画審議会についてだが、昨
年は2回しか会議を開いていない。
もう少し開催しても良いのではと思
うが、どうも町からの緊張感が感じ
られない。メンバーの人選について
も、ほとんど町内の利害関係団体の
代表者ばかりで現場の人がほとんど
いない。今や外部からの意見を取り
入れる時代なのに閉鎖的に感じる。
今の時代に合った人選、メンバー構
成をしてほしい。

　上野台運動公園総合運動場の門扉
が開けづらくけがをした。開けっ放
しにしておけないか。以前生涯学習
課に聞いたときは、教育長がいない
ので決められないとの回答だった。
今度教育長が決まったのであらため
て回答をもらいたい。グラウンド・
ゴルフで週2回使用している。

　道の駅について、白石の道の駅が
できれば、今までのような仙台方面
からの集客は見込めなくなる。過疎
地なので、公立藤田総合病院や道の
駅に行って良かったと感じてもらえ
る、何か人を引き寄せる工夫が必要
と思う。

　福祉施設に勤めているが、町の補
助が薄いと思った。草刈は施設の職
員がやっている。施設外の木の伐採
等を町に要望したところ予算がない
と言われた。そこで、町の許可をも
らい木の伐採し、川の掃除をした。
現場を見てほしい。町のほうで対応
してもらえるよう言ってほしい。

　藤田病院への送迎時、4号線に向
かって病院へ右折するとき、道路の
わだちを超える際の車両の揺れがひ
どく、乗車している方に身体的な負
担がかかる。県道なので、町からも
改善するように県に言ってほしい。
こういった意見があったら、そこを
見に行ってほしい。

　今年度は、6次国見町総合計画（計
画期間10年間の5年目）の中間見直
しとして、総合計画審審会を4回開
催予定です。また、総合計画審議会
とは別に5つの専門部会を3回ずつ
開催し、分野ごとに集中審議を行い
ます。専門部会の委員には、各組織
の代表者に拘らないとともに女性や
若い方を積極的に選出するなど、メ
ンバー構成にも配慮しています。

　利用団体や上野台管理人(上野町
内会長)などからご意見をいただき、
調整した結果、施設管理上、開放し
ないこととしました。また、グラウ
ンド・ゴルフ部の方々の要望を受け、
門扉を部分的に開閉できるように改
良しました。

　今後も「道の駅国見あつかしの郷」
の強みを活かしたマーケティング戦
略に取り組んでいきたいと考えます。

　小坂緑住区内で国見町土地開発公
社が保有する土地になりますが、ご
迷惑をお掛けし、申し訳ございませ
ん。適正管理と予算確保に努めます。

　県道のため、県（保原土木事務所）
に要望します。

質問
要望

質問
要望

質問
要望

質問
要望

質問
要望

企　画
調整課

生　涯
学習課

産　業
振興課

企　画
調整課

建設課

わだちが目立つ公立藤田病院前交差点
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第３回　第一町内会

私たちの

町内会

15
名
程
度
が
参
加
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
5
~
10
名
の
リ
ピ

ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
90
代
の

方
も
お
り
ま
す
が
、
身
体
全
体
お

よ
び
頭
脳
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

と
て
も
90
代
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

で
す
。
そ
の
方
は
、
若
い
時
分
か
ら

よ
く
働
か
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
な
お
、
当
町
内
会
で
は
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
も
毎
月
第
3
水
曜
日

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
会
全
体
に
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
若
年
層
の
人
口
が
減
っ
て

い
る
の
が
心
配
で
す
。
何
か
活
性

化
の
起
爆
剤
が
な
い
か
と
思
う

日
々
で
す
。

　

第
一
町
内
会
は
、
森
江
野
地
区

に
あ
り
ま
す
。
位
置
と
し
て
は
、
滝

川
、
大
枝
街
道
（
県
道
五
十
沢
国
見

線
）、
上
野
台
運
動
公
園
に
挟
ま
れ

た
地
区
で
す
。
現
在
は
58
戸
で
す

（
令
和
7
年
9
月
現
在
）。
地
区
内

は
水
田
や
畑
地
が
約
7
割
程
度
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
「
第
一
町
内
会
」
と
名
乗

っ
て
お
り
ま
す
。
古
く
は
「
第
一
部

落
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
時

代
と
と
も
に
「
部
落
」
か
ら
「
町
内

会
」へ
変
わ
り
ま
し
た
。地
元
と
し

て
は
、
元
々
の
呼
び
方
の
方
が
実

情
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

第
一
町
内
会
で
は
、
毎
週
木

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
通
い

の
場
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
長
生

き
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
は

9
月
23
日
、
義
経
ま
つ
り
が
大
盛
況

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
藤
田
中
心

市
街
地
に
す
ご
く
活
気
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
見
町
民
の
約
4
倍
も
の
多
く
の

方
々
が
訪
れ
、
思
い
思
い
に
義
経
ま
つ

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

過
疎
化
に
向
か
っ
て
い
る
わ
が
町
が
、

関
係
人
口
を
増
や
し
、
継
続
的
な
つ
な

が
り
を
深
め
て
、
人
口
増
に
向
け
て
反

転
攻
勢
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

　

町
の
歴
史
や
文
化
を
凝
縮
し
た
す
ば

ら
し
い
要
素
を
発
信
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
た
め
、
議
員
と
し
て
動
い
て

い
き
ま
す
。

（
小
林
聖
治
）

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長

蒲
倉　
　

孝

　

副
委
員
長

小
林　

聖
治

　

委　
　

員

山
崎　

健
吉

　
　

同

渡
辺　

勝
弘

　
　

同

八
巻
喜
治
郎

　
　

同

斎
藤　
　

樹

編  

集  

後  

記

　

令
和
7
年
8
月
28
日
~
29
日
広
報
研
修
・

行
政
視
察
。

　

初
日
は
、渋
谷
公
会
堂
に
て
マ
ン
ネ
リ
化
・

パ
タ
ー
ン
化
し
た
広
報
紙
を
、
い
か
に
読
ん

で
も
ら
う
か
を
探
っ
た
。
そ
の
た
め
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
活
用
。
記
事
や
地
域
に
密
着
し

た
題
材
を
選
び
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
や
写

真
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
参
加
の
紹
介
や
主

催
者
の
苦
労
な
ど
を
掲
載
。
マ
ン
ネ
リ
化
し

た
、
広
報
紙
か
ら
脱
却
で
き
る
。

2
日
目
は
、
埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
議
会

の
広
報
委
員
会
に
行
政
視
察
。

　
「
議
会
広
報
紙
は
、
町
の
広
報
誌
と
変
わ

ら
な
い
紙
面
や
内
容
で
は
読
ん
で
も
ら
え
な

い
。
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、

広
報
委
員
会
の
妥
協
を
許
さ
な
い
」
と
話
す

広
報
委
員
会
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
町
と

し
て
、
議
会
独
自
の
座
談
会
を
開
催
し
、
広

く
若
者
・
町

民
か
ら
情
報

を
得
て
い
る
。

　

最
後
に
、

徹
底
し
て
議

員
一
丸
と
な

っ
て
広
報
に

取
り
組
ん
で

い
る
小
川
町

議
会
広
報
委

員
会
に
学
ん

だ
。 「

小
川
町
議
会

広
報
委
員
会
に
学
ぶ
」

「通いの場」で行っている
体操の様子

「通いの場」で行っている
第一町内会会長第一町内会会長
宍戸　茂宍戸　茂さんさん

小川町議会での視察研修の様子


